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校長室便り 令和 3年 7月 20日

いよいよ夏休みです
梅雨明けとともに夏の強い日差しが戻ってきま

した。しかし空にはまだ厚い雲もみられ夏特有の
青空はもう少し先でしょうか。
今年はこれまでに最も長い６５日の梅雨期間だ

ったようです。
昨日のお便りにも書

きましたが、夏本番に
なり気をつけることが
多くなります。熱中症
には特に気をつけて、
しっかりとした体調管
理をしながら夏休みを
過ごしてほしいものです。
さて今年は昨年度とは違い、明日からの夏休み

となります。昨年の１学期の授業日数は７月終わ
りまで授業をして６４日でしたが、今年は学校が
休校になることがなくこれまでのように今日まで
授業をして７１日の授業日数となります。
２学期の始業式が９月１日のため４２日間の夏

休みとなります。

さて、みなさんにとって、今年の 1 学期はどう
だったでしょうか。コロナ感染症は収束すること
なく今年度の行事も規模を縮小しての開催や中止
となった行事もあります。
特に子ども達にとっては楽しみにしていた夕涼

み会が２年連続の中止となりました。また市内水
泳記録会なども中止となり、楽しみにしていた児
童や保護者のみな様には残念な限りだと思いま
す。
新しく生活様式が変わったこともありますが、

２回目の夏休みを迎え、慣れと言うよりどのよう
に生活をすれば安心・安全に生活できるかの知識
は多くなっていることと思います。できないこと
をなげくより、できることを工夫して少しでも楽
しく夏休みを送ることができたらと思います。
またあと数日で東京オリンピック・パラリンピ

ックも開催されます。大会の数日前になって東京
オリンピックの開会式の楽曲が変わるなど大会当
日が本当に無事に迎えられるのであろうかと心配
もしますが、ぜひ選手のみなさんには自分の記録
との挑戦に頑張ってほしいものです。

終業式をむかえ
以前にもお知らせしたと思いますが、子ども達

一人一人には力があるのに現状維持をすることは
後退することだと考え、これまでの取り組みから
一歩前進をするために、学校教育目標『鍛え・磨
く』～心豊かでたくましい子どもの育成～としま
した。4 月には 4 つを『鍛え』『鍛えたことを磨
いてほしい』と話をしました。258 人の子ども達
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が、毎日元気に学校に来て、友だちや先生と一緒
に学び、楽しいことをいっぱい経験しながら、た
まには友だちとのトラブルで、いやなことも経験
しながら、人との関わりを学んで欲しい。優しい
子ども、たくましい子どもに成長して欲しい。･･
･学校は楽しいだろうか？一人ひとりに確かな学
力・たくましく生きる力をつけることができただ
ろうか？と日々考えながら終業式を迎えることに
なりました。
思いとは違いこの１学期も様々な子ども同士の

トラブルもありました。中には、抑えきれずに友
だちにケガをさせてしまったこともありました。
本当に申し訳なく思います。
私の指導不足は否定しませんが、どの職員も子

ども達のために一生懸命やっていることは校長と
して自信を持って言えます。しかし『プロの集団』
としては、今後も向上心を忘れずに真摯に取り組
む必要があると思います。

今学期もいろいろありましたが、子ども達、保
護者のみなさん、職員ができることをしっかりと､
よく頑張ってきた学期であったと評価したいと思
います。
１学期の反省をしっかりして、2 学期以降更に

『鍛え・磨く』で取り組んでいきます。

今日の終業式では･･･子ども達には、今学期
頑張った事とまだまだ鍛えて欲しいことを話しま
した。
長い休みになりますが、生活リズムを崩さない

ように計画的に、優先順位を付けて、中身の濃い
夏休みにしてほしいと思います。
毎年のことですが、一番の願いは、清水小の子

どもと職員全員が、元気に楽しく、そして何より
安全に過ごす。ことです。夏休み中は、これまで
の学校中心の生活から、家庭・地域での生活とな
ります。子ども達が安全で有意義な夏休みを過ご
すために家庭や地域での見守りをよろしくお願い
します。
夏休みの生活については、各学級での指導や学

校や児童会の決まりがありますので、プリントを
読んで親子でよく確認してください。

１学期を振り返って

我が子の確かな成長を！
1 学期が終わります。我が子が４月と比べて、

できるようになったこと、成長したことがたくさ
んあるはずです。一人ひとり成長の仕方は違いま
す。誰かと比べるのではなく、我が子の成長を一
番近くでしっかり見て、ほめてあげてください。
子どもは、親や先生に認められると更に「よ－し
頑張ろう」とやる気が出ます。子どもの頑張り

を認めてあげる絶好の機会が、各学期の終業式の
時です。子ども達が『あゆみ』を持って帰ります。
『あゆみ』を見ながら、まずは、頑張ったことを
ほめてあげてください。それからもし課題があれ
ば、「2 学期は、こんなところもがんばったら、
うれしいねえ･･･」と、子どもに親の思いを伝え
てください。

1 学期は、学校の取り組みに対してご理解ご協
力頂き本当に有り難うございました。2 学期は９
月１日からです。よろしくお願いします。


